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前 ：0.556±0.180(AU)，起 床 後 ：0.447±0.188(AU)；週 後 半  就 寝 前 ：0.511±0.180(AU)，起 床 後 ：
0.441±0.140(AU)，P< 0.01）．また，マットレスの種類による影響は就寝前の値を基準とした相対値評価
の結果，週前半の内側広筋において，マットレス B と E の 2 種類で，就寝前と比較して起床後に有意な
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Lin，2005)．実際に睡眠は 1 日のうち 3 分の 1 か











軽減すること(Kovacs et al., 2003)が報告されてい
るのに対し，やわらかいマットレスは腰痛を引き起










かにした(Leilnahari et al., 2011)．痛みの評価に
ついて，先行研究では睡眠時における腰部の痛
みを主観的評価である Visual Analog Scale (VAS）
で評 価 している(Jacobson et al.，2009，2010；








2006；Murayama et al., 2012）．現在までに幅広
く使用されている計測装置は押し込み式筋硬度
計であり，筋に対して垂直に測定装置を当てるこ
と よ っ て 生 じ た 反 発 力 を 計 測 す る も の で あ る
(Horikawa et al., 1993；Murayama et al., 2000, 
2005, 2012 ； 肥 田 と 天 野 ， 2010 ； Yonezu and 
Kogure, 2013）．さらに近年，超音波画像診断装
置を利用したエラストグラフィ法を用いた筋硬度の
計測が行われている(Edy et al., 2013；Lacour-
paille et al., 2014；Nordez et al., 2008, 2009；
Yanagisawa et al., 2009；柳澤ら, 2009）．エラスト
























































側方向へ斜め 45 度の角度で 3 横指上方），腹直
筋（臍部より 2cm 上方，2cm 右側方）、脊柱起立

























の Strain Ratio の平均値を筋硬度として採用した．
なお，単位は任意単位である．各筋における日
内再現性（ICC（1,3））は内側広筋：0.977，腹直










図 1．エラストグラフィ画像典型例 A:参照体，B:測定部位を ROI(Region of Interest:関心領域)で























































































た(週前半：F(4,28) =2.111，P > 0.05；週後半：






±0.188 (AU)，t(39) =3.888，P < 0.01）及び週後
半（就寝前：0.511±0.187 (AU)，起床後：0.441





































た（図 3）．しかし，腹直筋及び内側広筋に有意な 変化を認めなかった（P > 0.05）． 
 
 





P = 0.005)，マットレス B 及びマットレス E で就寝
前と比較して起床後に有意な筋硬度上昇を示し
た（マットレス B：0.790±0.168，マットレス E：0.799




傾向があった(F(4，28) = 4.441，P = 0.080)． 
 
 
図 4．週前半における起床後の内側広筋の筋硬度変化．就寝前の値を 1.000 とした相対値評価を




























































































は 1 週間であった．先行研究では 4 週間から 90
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